
神戸大学・保健学研究科・准教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１４５０１

若手研究

2023～2020

フィリピンの地域在住中高年者における糖尿病予防教育プログラムの開発と有用性の検証

The development of the measures for the prevention of non-communicable diseases 
using health volunteers in the Philippines

３０７８２１４８研究者番号：

山口　裕子（Yamaguchi, Yuko）

研究期間：

２０Ｋ１９２７３

年 月 日現在  ６   ４ ２４

円     3,200,000

研究成果の概要（和文）：急激な社会的・経済的成長に伴う生活習慣の変容によりフィリピンの生活習慣病は増
加の一途を辿っている。背景には、生活習慣病への知識不足や予防への意識の欠如、医療機関へのアクセス困難
や検診費用への金銭的負担により住民の多くが生活習慣病の診断を受けられていない若しくは診断遅延状態にあ
る現状がある。本研究では、ヘルスボランティア(BHW)を活用した教育プログラムの開発と有用性の検証を目的
とした。まず、地域在住者を対象に生活習慣病の実態と影響要因について明らかにした。次に、BHWの生活習慣
病予防に対する意識や活動・役割について質的記述的に明らかにした。本研究成果は国際誌、国内外への学術集
会にて報告した。

研究成果の概要（英文）：Noncommunicable diseases (NCDs) are the leading causes of morbidity and 
mortality in low- and middle-income countries (LMICs).This rise in NCDs has been driven by changing 
lifestyles coupled with rapid urbanization. In the Philippines,NCDs are responsible for 70% of all 
deaths.The high mortality and morbidity from NCDs are associated with healthcare systems and 
services and socioeconomic conditions. This study aimed to develop the measures for the NCDs 
prevention using BHWs. First, we found that many Filipinos had undiagnosed NCDs, insufficient fruit 
and vegetable intake, high amounts of salt, and smoking (Yamaguchi et al. 2021). Second, we revealed
 that BHWs identified economic burdens, shortage of human resources and medicines, and difficulty of
 access to institutions as factors that hindered Filipino individuals from receiving health checkups
 or medical supplies and maintaining a healthy lifestyle (Yamaguchi et al. 2023).

研究分野：公衆衛生

キーワード： 生活習慣病　フィリピン　地域　予防行動　ヘルスボランティア

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
アジア地域の中低所得国では、急速な経済発展や生活習慣の変容により生活習慣病の増加が深刻であり、支援策
の構築と実施について未だ効果的なものはない。本研究において、アジアの中でも特に生活習慣病の蔓延が顕著
なフィリピンにいち早く着眼し課題解決に取り組んだことは意義がある。また、フィリピンにおける罹患実態と
そのリスク要因についてUHCの4つの視点を取り入れ、予防策を構築する視点は他に例を見ない。特に人的資源不
足が深刻であるフィリピンの現状を踏まえ、ヘルスボランティアの活用を取り入れる点は意義がある。本研究成
果はフィリピンにおける生活習慣病予防支援の質の向上に貢献できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

急激な社会的・経済的成長に伴う生活習慣の変容により、フィリピンにおける生活習慣病

は増加の一途を辿っており、その対策は喫緊の課題である。その背景には、生活習慣病への知

識不足や予防への意識の欠如、医療機関へのアクセス困難や検診費用への金銭的負担により住

民の多くが生活習慣病の診断を受けられていない若しくは診断遅延状態にあることが報告され

ている。例えば、フィリピンの糖尿病有病率は 10年前と比べ約 5倍の増加を認め、全疾患の

20.6％を占めていることが指摘されている。さらに，予備軍まで含めると 60％にまで上ると推

計されており，糖尿病の急速な蔓延は他地域のどこよりも深刻である。フィリピンの生活習慣

病蔓延の背景には，予防教育への支援や社会資源の不足によって，多くの人が診断を受けられ

ていない若しくは診断遅延状態にあり，疾病予防についての意識も低いことが指摘されてい

る。これらの知見から、フィリピンにおける生活習慣病予防には、フィリピンの文化や生活に

根ざした支援を行うこと、限られた医療・社会資源の中でも運用可能な予防策を構築すること

が有効であることが示唆された。 

World health Organization（WHO）は、すべての人が経済的な困難を伴うことなく保健医療

サービスを享受することを実現するため、ユニバーサルヘルスカバレッジ（UHC）の達成に必

要な 4つの視点として Accessibility・Affordability・Availability・Acceptabilityを掲げている。フ

ィリピンにおける生活習慣病の増加を食い止めるためには UHCの概念に基づいた衡平な予防

策の構築が重要であると考えるが、フィリピンの保健システムを整備する上で保健医療人材の

不足が課題である。 

そこで、我々は地域で活動するヘルスボランティア（BHW）の存在に着目した。その活動

は住民の健康に関する情報提供や生活習慣病予防のためのエクササイズ等、地域全体の健康の

維持・増進に寄与していた。しかしその一方で、BHWは生活習慣病予防について学ぶ機会が

非常に少ないことが課題であることもこれまでのフィールド調査から明らかとなった。  

これらの知見を踏まえ、本研究では、フィリピンの地域在住中高年者における生活習慣病

予防教育プログラムの開発と有用性の検証することを目的とした。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、フィリピンの地域在住中高年者を対象に BHWを活用した生活習慣病予防の

ための教育プログラムの開発と有用性の検証をすることとした。 

 

３．研究の方法 

1) 地域在住民の生活習慣病予防に関する知識や実践，生活環境，保健・医療サービス及び地域

特性の解明 

対象者：マニラ・ムンティンルパ市に位置する 9つのバランガイ(自治体最小単位)に在住する   

50歳以上の地域在住者 

調査内容： 

(1) 質問紙調査：健康概念，健康管理への意識，疾病予防に関する知識，WHO Package of 

Essential  NCD (WHO-PEN)質問票に基づいた日常生活環境，保健・医療サービスの利用

状況 

(2) 身体測定：血圧、身長、体重、筋力・筋量・歩行速度 



筋力測定には握力計を用い、筋量測定については体組成計を用いて BIA 法（生体電気イ

ンピーダンス法）により評価した。 

(3) 生化学検査 

健康診断の過程で実施した採血による血液検査にて、6－7cc上乗せ採血した血液を

研究で使用した。 

HbA1c, BS, TG, HDL, LDL, TP, Alb, 25OHD, Ca, BAP, TRAP-5b 

 

2) BHWの生活習慣病予防に対する意識や活動・役割に関する課題の明確化 

対象者：マニラ・ムンティンルパ市に位置する 9つのバランガイで保健活動を行う BHW 

調査内容：半構造化面背いつ 

インタビューガイドに基づき、生活習慣病予防に対する意識、生活習慣病予防のためのBHW

の活動と役割の認識、生活習慣病予防支援に関して感じている課題について半構造化面接を

実施した。 

インタビューガイドは英語版とタガログ語版を作成した。タガログ語版インタビューガイ

ドは、タガログ語を母国語とする研究協力者より英語からタガログ語へ翻訳後、異なる研究者

によるバックトランスレーションを行い、信頼性・妥当性を高めたものを使用した。インタビ

ューは、英語・タガログ語ともにネイティブレベルのフィリピン人研究協力者もしくは研究責

任者が英語もしくはタガログ語で実施した。インタビューでは対象者の表情や仕草等など非

言語的情報も記録した。インタビュー中もしくは終了後に、インタビューを行ったフィリピン

人研究協力者と内容について確認し齟齬や不足があった場合は再度インタビューを行った。

対象者の属性についてはインタビュー開始前にフェイスシートを用いて聞き取りまたはカル

テ等より情報を得た。 

 

3) 生活習慣病予防のための教育プログラムの開発 

 1)、2)より得られた知見をもとに、各バランガイにて地域ベースで携わっている医療・保健専

門職者とともに，糖尿病予防のための教育プログラムの内容や方法を明確化するために準備を

進めている。開発したプログラム内容について BHW 用指導要領(Recommendation for Diabetes 

Management)を作成し、研修会実施後、その研修成果と BHW の糖尿病予防に関する能力の向上

について評価していく予定である。 

 

４．研究成果 

本研究によって、フィリピン地域住民の生活習慣病予防に関する知識や実践、生活環境を解明

し、フィリピン人の生活習慣病罹患率の減少に寄与することが期待できる。また、生活習慣病予

防に向けて BHWが運用可能な支援策を構築するための資となり、フィリピンにおける生活習慣

病予防支援の質の向上に貢献することができる。 

1) 地域在住民の生活習慣病予防に関する知識や実践，生活環境，保健・医療サービス及び地域

特性の解明に関する研究成果 

フィリピンの 50歳以上地域在住者 168名を対象に生活習慣病の実態とその影響要因について

横断研究を実施した。その結果、参加者の半数以上が生活習慣病及びその予備軍であり、塩分過

多の食生活やメリエンダ（フィリピン特有の間食文化）が高血圧や肥満を引き起こしていること

が明らかとなった（Yamaguchi et al. 2021）。 



 

 

 

2) BHWの生活習慣病予防に対する意識や活動・役割に関する課題の明確化に関する研究成果 

BHW25名を対象に生活習慣病予防に対する意識や活動・役割について半構造化面接を実施し

質的記述的に分析した。その結果、BHWは生活習慣病予防において医療専門職者と地域住民と

の架け橋しとして重要な役割を担っており、より地域住民に近い存在として個人の生活に根差

した関わりを行っていることが明らかとなった。一方で、人的、経済、設備資源不足によって保

健サービスを十分に提供できないことを課題を感じており、さらに住民個人の生活習慣病予防

への意識の欠如へももどかしさを感じていることが明らかとなった（Yamaguchi et al. 2023）。 
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Theme Sub-theme 

Screening for NCDs 
Assisting with health checkups at the health center 

Home visits for blood pressure screening 

Assisting patients with 
management of their conditions 

Monitoring people with NCDs 
Delivering medicines to people with NCDs 

Home visits to monitor blood pressure to assess 
patients' conditions 

Supplying free medicine to control NCDs 
Reminding people with NCDs to take medicines 

Promoting healthy behaviors 

Conducting exercise programs 
Encouraging them to refrain from smoking 

Giving lectures to promote healthy diets 
Consultation about maintenance of NCDs 

Insufficient awareness of 
preventative behaviors 

Neglect of their health until their condition gets 
worse. 

Lack of knowledge about NCDs 
Lack of desire for regular checkups 

Economic burdens  

Not enough money to buy medicine 
Not enough money for transportation to go to the 

health center 
Few chances to receive nutritious food because of 

poverty 
No money for laboratory tests 

Lack of resources for managing 
NCDs 

Shortage of supply of medicines from the government 
Shortage of health professionals for managing NCDs 

Difficulty of access to medical 
care facilities 

Difficulty of access to the health center because it is 
too far 

Difficulty of access to the health center because of hot 
weather 
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